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は じ め に 

 

東日本大震災および東京電力福島第一原子力発電所の事故により、国のエネルギー政策

の見直しやそれに伴う再生可能エネルギーへの期待と推進の機運が高まり、原子力発電に

依存したこれまでのエネルギー政策からの転換や、安定的な供給が可能で環境にも大きな

負荷を与えることのないエネルギー源を確保すべく再生可能エネルギーの導入が喫緊の課

題となっている。国土の９割を占める農山漁村は、土地、水、バイオマスなどの資源が豊

富に存在しており、再生可能エネルギーへの活用が期待されており、こうした農山漁村に

存在する資源を活用して再生可能エネルギーを生産することにより、所得と雇用を創出し、

農山漁村の活性化につなげていくことが重要となっている。 

奈良県では、東南部の中山間地域において過疎化・高齢化の進展が著しく（3 市町村が過

去 5 年間の人口減少率(22 年/17 年)が全国 10 位以内に入り、他の市町村でも人口減少率が

10％を超える）、主要産業である農林業についても新たな展開を模索している。また、2011
年 9 月の台風 12 号豪雨により、県南部地域に大きな被害が発生し、非常用という点におい

ても新たな電源の確保の必要性が言われている。奈良県は、県土の約 77％が森林で覆われ、

豊かな森林資源を有しており、再生可能エネルギーの導入に向けた取組みも期待されると

ころである。 

一方、再生可能エネルギーの生産を行うには、利用可能な資源（バイオマス、水、土地

等）が存在する適地を選定していく必要があるが、現状では必要な情報が必ずしも十分に

示されているとは言い難い。 

そこで、本調査では、今後具体的に再生可能エネルギー発電の導入事業を進ませるため

に、再生可能エネルギーの具体的な導入可能性について発電適地を抽出するとともに、事

業化可能性について検討するものである。 
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